
学　校　番　号

評　　価 評　　価
（総　　合） （総　　合）

評価項目 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見
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主体的・対話的で深い学びを実現するための授業改善をとおし
て、知識・技能の習得、思考力、判断力、表現力および主体的
に学習に取り組む態度の育成を図る。

生徒理解に努め、安心・安全な学校生活を送れる環境の構築
を目指すとともに、特別活動や部活動等をとおして仲間と協力
して目標達成に向かう意欲と態度の育成を図る。

生徒が自らの力で生き方を選択できるよう必要な資質・能力を
身につけ、生徒が自分らしい生き方の実現を図るための支援
を行う。

「英語を学びたい」という積極的な姿勢をさらに伸ばし、英語学
習の背景にある文化に対する理解を深め、視野を広げ、国際
感覚を養うことによりグローバル人材の育成を図る。

3年間をとおして英語科の生徒全員がCEFRのB1レベル相当またはそれ以上英語力を身につけることを目標とする。

英語科における行事やＮＥＴ・ＡＬＴ等の人材を積極的に活用しながら、必要な英語力と国際感覚を身につけた人材の育成を図る。

海外の学校や機関等との交流について、より発展的な内容となるよう充実を図る。

NEWセサミプランについて、より「探究」にふさわしい内容への進化を図る。

生徒の将来のキャリア形成に係る学力向上やキャリアデザイン等の進路課題解決に向けての支援を行う。

生徒の進路意識を高揚するような情報及び機会を積極的に提供し、進路について主体的に考える態度を育成する。

生徒が心身の健康を維持し、溌剌とした学校生活を送れるよう支援する。

生徒との対話を生徒理解の重要な手段の一つとして捉え、二者面談等の充実を図る。

ＩＣＴの活用をはじめ多様な指導手法を取り入れ、学習意欲を喚起し学習内容の理解を深めるわかりやすい授業づくりに取り組み、学力の伸長を図る。

関係者の連携ときめの細かな支援の充実を図り、中途での転・退学者の防止に努める。

授業改善アンケート等をもとに教科会等で検討し、授業や課題の提示の仕方などの具体的な指導の改善に取り組む。

・授業アンケートの質問項目の改訂と集約・まとめの省
力化を実現できたので、次年度は授業改善への反映
に力点を置く。
・観点別評価の授業との親和性をさらに高める取り組
み事例を共有できる場を設定する。
・学習効果を高める予習・授業・復習をベースに、模擬
試験の復習・志望校の出題傾向の把握等を上手く絡
めた学習スタイルの確立を一人一人に模索させる。
・解答する力だけでなく、常に発展的に探究する姿勢
を養う。

進路意識の高揚と主体的に考える
態度の育成

キャリア形成に係る学力向上

生徒の「学び」「心」「挑戦」に寄り添
い、その成長を支援できる組織づく
り

B

B

B

・「久高キャリア・パスポート」については、よりよ
い運用方法を考える。また、卒業生や企業等の
外部と繋がる機会は、次年度も積極的に設けた
い。さらに、ＨＲの時間を使い、体系的な進路学
習ができるよう、シラバスやワークシート等を作成
したい。
・課外・補習については、生徒が必要性を感じる
ような講座の在り方について検討する。

観点別評価の妥当性や信頼性を高めるため教科主任会や教科会議を受けて教務課で検討し改
良を重ねる。
共通課題だけでなく、希望制（応用）のもの、自ら設定した課題などに取り組ませ、評価の項目を
増やす。

主体的・対話的で深い学びの実践

課外・補習については、今後必要となる学力を見据え、生徒が受けたいと思う授業を各教科で練
り、実践する。
模試は、リリース後３週間以内に分析を起案するとともに、それを授業・課外・課題等に生かせる
体制をつくる。

予習段階での疑問点の話し合い、生徒同志の学び合い、生徒による説明やプレゼンテーションの
場を増やす。
「久高キャリア・パスポート」を作成し、生徒が先を見通し、自身を客観的に振り返る態度を育成す
る。
「出前講座」「卒業生講話」「社会人講話」「キャリ活」など外部とつながることで、進路意識を高め
る。

授業改善と教科指導力の向上

観点別評価の円滑な運用

　
　自己評価は

　　　　　A　：　適切である

　　　　　B　：　概ね適切である

　　　　　C　：　やや適切である

　　　　　D　：　不適切である

評価（３月）

B教科指導

進路指導

生徒指導

生徒の成長を軸に置き、自由に意見を交わし合える進路課の雰囲気をつくる。

調査書や推薦書等の生徒の進路に関わる書類は、不備がないようダブルチェック等を行う体制を
継続する。

B

・授業を視察させていただいたが、
生徒は落ち着いた雰囲気で真面目
に学習に取り組んでいた。
・プロジェクターを利用したり、一人
一台端末を使用して授業を受けてい
るが、使用することが目的にならず、
効果的に使用し、学力向上につなげ
てほしい。

B Ａ

・生徒一人一人が進路意識をもっ
て、自己実現できるよう指導してほし
い。
・３年間を見通した、キャリア教育の
充実に努めてほしい。
・入試の制度も年々変化が激しいよ
うだ。最新の情報を提供すること。

・コロナ禍の影響が多少あるかもし
れないが、転退学の理由を分析し、
その減少に努めてほしい。
・登下校時の事故防止については、
引き続き啓発活動を継続し、その未
然防止を行ってもらいたい。

B Ｂ

・転退学者「０」を実現するため、学年団と協力
し、生徒にとって居場所となれる久留米高校づく
りを推進する。
・登下校中の事故「０」を実現するため、積極的な
啓発活動を行う。
・生徒指導における諸問題の芽を摘み取るため、
学年団との連携を密にとるとともに、日常の生徒
との関わりを重視した積極的な生徒指導を行う。

安心・安全な久留米高校の実現

積極的生徒指導をとおした諸問題
の未然防止 生徒指導課を中心とした学年サポート体制を構築し、発生した諸問題に対し組織的な対応を図

る。

学　校　運　営　計　画　（４月）

Ｂ Ｂ

具　体　的　目　標

教育活動において、生徒が自己決定し行動する機会を積極的に設定する。

生徒理解や生徒の発達・育成に係る専門的知識を得るための職員研修を行う。

成年年齢の18歳引き下げに伴う諸問題に対して、適切に対応できる知識を付けさせるとともに、自立した大人としての規範意識の向上と判断力の育成を図る。

生徒が校内外の活動をとおして他者や地域に貢献できる機会を積極的に設定する。

観点別学習評価の適切な実施をとおして、評価と一体化した指導の充実を図り、指導と評価の改善サイクルの確立につなげていく。

　予定していたすべての学校行事につい
て、新型コロナウイルス感染防止策を取り
ながら、規模を縮小することはあっても、
職員・生徒の協働により充実した内容で
実施することができた。その過程におい
て、生徒は学校行事の意義や目的を再確
認するとともに、制限を強いられる中にお
いても、何ができるか、どうすればよいか
と、知恵を出し合い、創意工夫を凝らし、
協力し合うことによって勇気をもって課題
を乗り越え、挑む力、積極性、協働性を身
に付けることができた。職員は、常に生徒
を見守り、必要最小限の助言や支援に
よって、生徒の成長を支えた。職員が生
徒理解に努め、適切な支援を行うことで、
生徒の自己肯定感や生きる力の伸長を
図ることができた。今年度から導入した観
点別評価、パフォーマンステストやキャリ
活等の実施については一定の評価はでき
るものの、一層の授業改善、学習改善、
生徒の主体性及び積極性の向上に向け
て検討、改善を図る必要がある。自他を
尊重し、自ら考え、判断・行動し、生涯に
わたって主体的に生きていくことができる
生徒を育成し、生徒、保護者から信頼さ
れ、「開かれた学校」、「地域に愛される学
校」となるよう教育活動を展開していく。

昨年度の成果と課題

学校運営方針

学校関係者評価

次年度の主な課題

学業や部活動において、生徒の自己実現をサポートしていくことで、生徒の自己肯定感の涵養を
図る。

転退学者「０」を目標に、生徒にとっての居場所となれる学校づくりを組織的に行う。

生徒との対話を通して、他者を尊重する態度を育成し、「いじめのない学校」を全教職員でつくりあ
げる。

具体的目標

（１）すべての生徒が安心して学校生活を送り、確かな学力と豊かな人間性を身につけられる、「敬意と信頼」を基盤とした学校づくりを推進する。
（２）自他を尊重し、自ら考え、判断・行動し、生涯にわたって主体的に生きていくことができる生徒を育成する。
（３）指導力向上のため常に研鑽に努めるとともに、生徒の「学び」「心」「挑戦」に寄り添いながら、その成長を支援できる職員および職員集団を目指す。

具　体　的　方　策
授業アンケートの項目を改訂するとともにアンケートの反省を授業改善に反映し、効果を検証す
る。
教科の授業における探究活動の充実と総合的な探究の時間との連携にＩＣＴ端末を十分に活用す
る。

生徒自身が学びを振り返り、学習改善に取り組むことができるよう適切な指導と評価を行う。

年　度　重　点　目　標

主体的に適切な判断ができる資質・能力の育成を図り、失敗を
恐れず物事に積極的に挑戦させることにより、生徒の人間的
成長を促す。

B

B

B

登下校中および部活動中の事故を未然に防ぐため、啓発・評価・改善等を積極的に行う。

様式３

自己評価
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面談週間の設定および学年団との各種連携を通して、諸問題の芽を未然に摘み取り、早期解決
を図る。

生徒にとっての居場所となれる久
留米高校の実現

B

B

B
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情報セキュリティ環境の改善

職員のネットワーク機器利用環境
の改善

ICT機器の利用環境改善

情報課

県の方針、規約を周知し、安全な利用の徹底を行う。

情報リテラシーを醸成する教育を促進する。

ポータルサイト、ネットワークサーバーの整備を行う。

学校ホームページの刷新、および職員による編集へ移行を進める。

chromebookの利用管理と利用の促進を図る。

教室のICT環境の整備と整理を行い、誰もが使いやすいスタンダードを構築する。

英語科育成

グローバル人材の育成

英語科行事（英語研修・オーストラリア交流等）を実施し、レベルアップを目標に英語科としてのア
イデンティティーを構築する。 A

B

・英語科行事に関しては、日程調整等都合がつかずア
メリカ領事館訪問（1年生）は実現できなかった。また、
APU訪問（2年生）を新たに入れたのは良かったため、
次年度も行いたい。ただ、2年生が大学訪問が２つある
ため、１年生と２年生で調整が必要である。
・英語多読プロジェクトに関しては、今年度取り組みが
遅れた。次年度はスムーズに開始できる体制作りが必
要である。
・広報活動については、ワクドキ授業見学交流会等で
の生徒の活躍が英語科のアピールに上手く繋がって
いるため、今後も大事にしたい。

Ａ

・今後も、留学生を受け入れた方が
よいと思う。また、良かった取り組み
は、継続して実施し、それらのこと
が、英語科を設置している本校の特
色を出すことにつながると思われ
る。

NET・ALTや大学・企業と連携しながら、必要な英語力、異文化理解や国際感覚を身につけた人材
を育成する。

積極的な学びのための特色ある授
業と行事の充実

英語多読プロジェクトを継続し、生徒の好奇心を刺激し、自発的に取り組む雰囲気をつくり、読解
力を養う。 B授業を根幹として、英語科行事を通して、英語力を養うために、魅力ある授業のための創意工夫
を行う。

英語科広報活動の充実
英語科の特色や行事等を校内・校外に向けて積極的に広報活動を行う。

B
英語科、教務課や企画振興課と連携しながら、英語科の魅力をPRし、効果的な生徒募集を行う。

NEW
セサミプラン

系統的な探究活動の充実
生徒一人一人の探究活動を推進するために活動内容を見直し、カリキュラムの改善を行う。

B

B

・活動内容の見直しの議論を進め、提案もできたが、実現にまでは
至っていない。学年内部での改善は進んでいるが、3年間を通した活
動内容の見直しを実現させたい。
・「問い」を深める調査・研究の計画・運営については、1単位時間の
取り組みである点を十分に考慮しつつも、前年度までと同等以上の
研究を運営できている。生徒たちが自分たちで「問い」を深めることが
できるような環境づくりが必要だと考える。
・普段のカウンター業務や久高祭での展示作成、外部との交流や図
書館だよりの作成等、図書委員の活動は例年以上に充実できたの
で継続したい。選書の際に進路との関連がある書籍を導入するだけ
でなく、その活用について周知する仕組みを設定したい。

B

B
・セサミプランは、以前からの継続だ
けに縛られず、その時代にあった内
容で実施していけるよう、リニューア
ルに心がけ、効果的な教育活動とし
てほしい。

年間を通じて身につけたい資質・能力（目標）を共有し、活動ごとに内容のフィードバックを行う。

「問い」を深める調査・研究の計画・
運営

ICT機器を活用した事前学習を充実させ、調査活動の質の向上に努める。

Bテキストや資料を活用し、深まる「問い」の設定や外部調査による学びをとおして、質の高い考察
や提案につなげる。

図書館の活用を通したキャリア教
育の推進

図書委員を中心に図書館の利用を促進する企画を計画し、読書に親しむ意識の向上を図る。

B進路部内外と連携し、一貫した指導を実施することで、生徒の進路実現に向けたキャリア教育の
充実を図る。

新校舎に対応した清掃方法を美化委員・保健委員と協議し改善するとともに、学校を美しく保つ意
識を高める。
学年・養護教諭・SCとの連携を密に図れる体制を整え、生徒の情報を全職員で共有できる環境を
つくる。

研究・研修

特別活動等

健康指導・
環境整備

B Ｂ

・生徒の自主的な部分がのびてきて
いることは、いいことである。
・部活動は、人間教育によい影響を
与えると思われる。今後も高い加入
率を継続してほしい。
・地域へのボランティアは、いいこと
である。今後の広がりを期待した
い。

Ｂ
・先生方も忙しいとは思うが、職員の
研修、資質向上は大切なものであ
る。その時々の課題にあった研修を
実施してほしい。

・校則の一部変更を検討し、生徒の実態に即した
校則を運用していく。
・部活動および学校行事を通した生徒の人格形
成を図っていく（生徒会・生徒実行委員会の活性
化）。
・体育祭および久高祭を通して、久高に対する愛
校心の育成を図る。
・部活動ごとの地域ボランティア活動を軌道に乗
せるとともに、一般生徒へ拡げていくことで、「地
域に根差した久留米高校」を実現する。

安心・安全な学校生活を健康に送
れる環境づくり

主体的に学習環境を整える生徒の
育成

生徒が溌溂とした学校生活を送れ
るための心の健康を維持できる支
援の充実

A

・定期考査中に人権や進路指導に関する研修を行うこ
とができたが、今後は必要性や要望がある研修を、柔
軟に行える仕組みを考えたい。
・若年教員研修をはじめとして、全職員が授業改善に
意識が向かうよう、公開授業週間などの仕組みを考え
たい。研究授業についても、なるべく早い時期に行い、
授業改善につなげたい。
・人権教育については、次年度も学年の課題やニーズ
に合った内容を検討し実施する。

・各委員会活動の指導を担当教員と生徒会担当
が連携して行う。
・事務室と連携して、用具の購入を計画的に行
う。
・保健室の利用状況の学年把握を徹底する。
・担任、副担任にかかわらず、学年の健康管理課
と学年主任を中心に情報交換及び共有を図る。

主体的に適切な判断ができる資質
能力の育成

各種行事およびクラス活動をとおし
た誠実な心の育成

生徒会活動・部活動をとおした久高
文化の創造

B

A

B

B
校外研修への積極的な参加を促し、職員の研修意識を高める。

全学年、年に２回実施する人権教育の内容を再考し、生徒の人間的成長を促す。

各教科でＩＣＴ（生徒1人１台端末）の活用の在り方を協議し、さらなる拡大へつなげる。

研究授業では、他教科も含め多くの教員が参観できる体制を整え、授業改善の推進を図る。

保健委員を中心に感染症対策や熱中症対策を行い、生徒が主体的に「健康」に対して取り組める
環境づくりを行う。
美化点検や掃除道具の管理などの美化委員の活動を行い、落ち着いた学習環境をつくれるよう
にする。

保健室の利用状況を学年職員と共有し、生徒の状況把握に努める。

本校に必要な内容の研修を実施し、教育活動の充実と指導力の向上を図る。

成年年齢引き下げに伴う諸問題に対し、個人で対応できる力を身に付けさせる。

新たな校則について、生徒自らで遵守する態度を育むことで、久高生としての誇りを培っていく。

B

若年教員研修の充実を図り、これからの教育の担い手を育成する。

生徒主体での学校行事の運営をとおして、久高に対する愛校心の醸成を図る。

学校行事および日常のクラス活動をとおして、他者を尊重する心と共同する態度を育成する。

ボランティア活動をとおして、地域に根差し地域と共生を図る久高生を育成する。

生徒会会議・部長会議等を定例化させ、久高のリーダー育成を図る。

授業改善の推進

・ホームページの書き換えは、ある程度可能になって
おり、迅速な対応ができている。今後、コンテンツの見
直しを行うが、スマートフォンでの閲覧を想定し、HTML
方式は継続していきたい。本校生徒、保護者向けの更
新頻度を増やしていくよう検討する。
・Chrome boookの破損件数は少なかったが、次年度
は使用についての誓約書を提出させ、持ち帰りも検討
する。
・新校舎に合わせて、ICT機器の管理も柔軟に変更し
ていく。
・USBの使用機会減による、情報セキュリティ推進。

・ホームページについては、もっと頻
繁に更新してほしい。見やすくする
工夫も必要である。

ＢB

B

B

A

B

B

Ｂ
・コロナが５類になったが、コロナだ
けではなく、インフルエンザも含めた
感染症が今後も流行することが考え
られる。集団としての感染対策を進
めてほしい。

健康診断の計画を早めに立てる。また、組織的に協力体制を整え、円滑な健康診断を実施する。

教員研修の充実 B



A

B

B

A

B

C

B

C

C

B

B

B

B

A

C

B

A

B

A

A

A

A

C

B

Ｂ
・適宜、大学の情報を出すなど、３年
次になる前から進路意識の向上に
計画的に努めてほしい。
・生活面、学習面も粘り強く指導を継
続してほしい。

３学年

第一志望の進路実現

第一志望の実現に向けて見通しを持って取り組ませ、粘り強く最後まで挑戦させることによって精
神的成長を図る。 A

A

・大学受験の在り方や生徒・保護者の考え方が
大きく変容する中で、補習や課外の在り方、学年
としての指導の在り方等を、進路部と共に検討し
ていく必要がある。

Ａ

・進路希望は、生徒一人一人の第一
希望が達成できるよう、補習や課外
の在り方も含め、今後も継続して検
討していってほしい。
・本校を卒業してよかったと思える生
徒を、毎年育ててほしい。

受験は団体戦であることを意識させ、授業や課外、行事を通して学年全体で頑張れる集団づくりを
目指す。

体育祭での完全燃焼

最高学年として全員がリーダーであるという意識を持ち、状況を的確に判断しながら主体的に行動
できるようにする。 A
高校生活で学んだことの一つの集大成として体育祭を位置づけて完全燃焼させる。

社会に通用するたくましい人材の育
成

皆勤を目指させることによって社会人としての基礎となる自己管理能力を身につけさせる。

B
成人年齢にふさわしい挨拶や礼儀作法の徹底と、コミュニケーション能力の向上を目指す。

２学年

校訓「誠実・叡智・気魄」を体現する
生徒の育成

ワンストップ挨拶を徹底し、感謝の心を育成する。

B

B

・生活面では、できている生徒とそうでない生徒
の差が大きく、二極化している。
・学習面では、基礎基本の定着が不足しており、
今後継続性をもって指導していく必要がある。
・最上級生になるにあたり、もっと自ら集団を引っ
張り、行事等を進めようとする意欲をもった生徒
の増加を目指す。体育祭に向けて、最上級生とし
て１・２年をリードできるよう準備を進める中で人
間的な成長を促していく。

服装などの身だしなみ、日々の言動を常に省みさせ、久高生としての自覚をさらに促す。

基本的生活習慣・学習習慣の徹底
２４０名全員の出席皆勤を目標とさせる。

B
予習・授業・復習のサイクルを徹底させ、基礎・基本の徹底および応用力の養成を図る。

学校の中核の担い手として活躍で
きる人材の育成

リーダーシップ・フォローワーシップを様々な場面で発揮させる。

B
１年生を導き、３年生を後押しすることにより中核として学校活性化に尽力させる。

１学年

基本的な生活・学習習慣の確立
久高生として、落ち着いた生活習慣と学習習慣を身につけさせる。

B

B

・当初と比べると落ち着いた学校生活は送れるように
なってきたが、久高生としての自覚がまだ不足してい
る。指示されたり言われたことは誠実に実行できるが、
挨拶やマナー、ルールを守るなど当たり前のことを、言
われなくても継続できるようにしていく必要がある。
また、精神的に不安定な生徒が多い点や、学習習慣を
十分に確立することができなかったことも反省点であ
る。学校生活を通して、多くの生徒が生き生きと活躍で
きる場の設定や、共に学ぶことの意義、充実感が持て
るような取り組みを今後も考えていく。

Ｂ
・久高生として、生活面、学習面を含
め、基本的生活習慣を早期に身に
つけさせることが大切である。
・一方で、帰属意識を高めさせる取
組も大切である。

継続した取組による力をつけるため、出席皆勤を目指させる。

主体的に学び
挑戦意欲をもつ態度の育成

予習・授業・復習のサイクルを確立させ、基礎学力の定着を図る。

B
学校行事やボランティア活動、校外活動等への意欲的な参加を促し、人間的成長を図る。

安心・安全な人間関係の育成
言葉の力を意識し、伝えたい言葉を正しく発することを意識させる。

B
SNS等の使用モラルも含めて、いじめのない人間関係を構築させる。

企画・広報

学校内外へ向けての広報活動の充
実

本校生徒の姿や、学校の活動を積極的に発信する。

A

B

・進路相談事業においては、本校生徒ボランティアの力を活
かした実施ができた。特に、生徒会のステージ発表は好評で
あった。しかし、次年度の実施日が「山の日」の振り替え休日
に当たるので、早めに日程を告知し、教員・生徒ともに人員
の確保をする必要がある。また、塾への広報活動が活発に
なっているため、学校要覧の発行部数を増やさなければなら
ない。
・儀式の要項は通常ｌ版とZOOM版の両方を早めに用意して
いたので、ZOOMでの実施にスムーズに対応できた。
・企画振興課は所属職員が少ないが、業務は多岐にわたる
ので、業務内容を整理する必要がある。

Ｂ

・学校のＰＲは大切である。今後も、
良い点をアピールしてほしい。
・ＪＲ久留米高校前駅のギャラリーの
活用を進めてほしい。
・ZOOMなどは、今後の教育活動に
も、有効に活用してほしい。

本校生徒によるボランティアの機会を増やし、広報に生かす。

儀式などの企画、立案
儀式の要項作成は各係との調整を徹底し、意見を反映させる。

B職員、生徒へ早めに計画を提示することで生徒指導を行いやすくし、儀式の教育的側面を重視す
る。

職場環境の整備
職員室のネットワーク機器や印刷機器、机などの利用環境を整える。

B
業務の整理と効率化を図る。

　・諸活動において、生徒の自主的な活動を引き出すとともに、安心して学校生活が送れる環境づくりを推進する。
　・すべての教育活動をコロナ禍前に戻すのではなく、この３年間の経験を活かし、行事等の意義や在り方を再検討しながら進める。
　・
　・

評価項目以外のものに関する意見

特になし

　・生徒の状況を的確に把握し、情報共有を図るとともに、諸課題に対し早期対応できる職員体制の構築を図る。
自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策


